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         ６ 月 　　　　　定  例  会

主　な　内　容　（歳出）

コミュニティ助成事業 ⤴ 298 万円

子育て世帯臨時特別給付金事業 ⤴ 456 万円

町単独道路等整備事業 ⤴ 370 万円

町計画整備事業 ⤴ 404 万円

白根山火山監視事業 ⤴ 338 万円

戸籍住民基本台帳事務費 ⤴ 180 万円

条

例

制

定

等

補

正

予

算

○
議
案
第
1
号　

総8　
　

草
津
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
条
例
の
一
部
改
正

　

国
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い

る
押
印
の
見
直
し
に
伴
い
、
当

条
例
に
記
載
さ
れ
て
い
る
審
査

申
出
人
の
押
印
に
係
る
条
項
の

一
部
に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

○
議
案
第
2
号　

民8

草
津
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
収
入
が
著
し

く
減
少
し
た
第
一
号
被
保
険
者

等
に
か
か
る
保
険
料
の
減
額
又

は
免
除
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
し
ま
し
た
。

○
議
案
第
3
号　

総
・
民
8

 
8

Ｒ
３　

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
次
）　

︻
補
正
額
︼
＋
４
２
４
４
万
円

︻
総
額
︼
45
億
３
１
９
３
万
円

○
議
案
第
4
号　

民8

Ｒ
３　

介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
次
）

︻
補
正
額
︼　

  　
　

＋
545
万
円

︻
総  

額
︼
５
億
８
３
７
４
万
円

・
包
括
的
支
援
事
業
人
件
費

＋
545
万
円

○
議
案
第
5
号　

総8

Ｒ
３　

千
客
万
来
事
業
会
計
補

正
予
算
（
第
１
次
）

【
補
正
額
︼

　

資
本
的
支
出　
　
　

＋
976
万
円

︻
総　

額
︼   

５
３
２
０
万
円

○
議
案
第
6
号　

総8

工
事
請
負
契
約
の
締
結

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事

業
地
蔵
体
験
型
施
設
整
備
工
事

︻
契
約
金
額
︼
７
７
０
０
万
円

︻
契
約
の
相
手
方
︼

　

佐
田
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

土
屋　

三
幸

︻
契
約
の
方
法
︼
指
名
競
争
入
札

○
議
案
第
7
号　

民8

建
設
工
事
事
業
に
関
す
る
協
定

事
項
の
変
更

令
和
２
年
度
草
津
町
下
水
処
理

場
第
一
期
建
設
工
事
事
業

︻
変
更
前
︼
８
億
１
６
０
０
万
円

︻
変
更
後
︼
７
億
３
７
３
０
万
円

○
議
案
第
8
号　

温8

温
泉
引
用
者
移
転
許
可

・
（
仮
称
）
ち
さ
の
木

・
万
代
源
泉　

23
ℓ
／
分

新　

前
橋
地
建　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

槙
田
正
康

旧　

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー

ズ
ジ
ャ
パ
ン　

健
康
保
険
組
合

　
　

理
事
長　

金
井
敏
幸

○
議
案
第
9
号　

温8

温
泉
引
用
増
量
許
可

・
群
龍
館

・
白
旗
源
泉　

2
ℓ
／
分

申
請
者　
合
資
会
社　

群
龍
館

　
　
　
　
代
表
社
員　

高
橋
正
邦

〇
承
認
第
１
号

都
市
計
画
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
令
和
３
年
度
評
価
替
え

に
伴
う
都
市
計
画
税
（
土
地
）

の
税
負
担
の
調
整
措
置
の
延
長

及
び
条
項
ず
れ
な
ど
の
改
正
を

行
い
ま
し
た
。

〇
報
告
第
１
号

草
津
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
令
和
３
年
度
評
価
替
え
に

伴
う
固
定
資
産
税
（
土
地
）
の

税
負
担
の
調
整
措
置
の
延
長
、

軽
自
動
車
税
環
境
性
能
割
の
臨

時
的
軽
減
の
延
長
、
条
項
ず
れ

や
字
句
の
整
理
を
行
い
ま
し

た
。

〇
報
告
第
５
号

温
泉
高
度
利
用
許
可

・
昔
心
の
宿
　
金
み
ど
り

・
湯
畑
源
泉
　
77
ℓ
／
分

申
請
者
　
大
島
　
廣

〇
報
告
第
６
号

温
泉
引
用
者
名
義
書
き
換
え

①
・
ゆ
宿
大
蔵

　
・
地
蔵
源
泉
　
38
ℓ
／
分

新
　
政
次
康
宏

旧
　
政
次
喜
代
志

②
・
中
村
屋
旅
館

　
・
湯
畑
源
泉
　
15
ℓ
／
分

新
　
佐
藤
弘
嗣

旧
　
佐
藤
謙
輔

③
・
ひ
の
き
亭
牧
水

　
・
万
代
源
泉
　
19
ℓ
／
分

新
　
目
澤
　
誠

旧
　
目
澤
登
志
雄
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         ６ 月 　　　　　定  例  会

繰越明許費にかかる繰越計算書

事　業　名 翌年度繰越額

報告第 2号
Ｒ 2 一般会計予算

一般行政経費 ( 企画調整事務費 ) 297 万円

町単独都市計画整備事業 891 万円

報告第 4号
Ｒ 2公共下水道特別会計予算 下水処理場再構築事業 10億 3,450万円

報告第 3号
令和 2年度　草津よいとこ元気基金運用状況

基金への積立金
基金の使いみち

7億　128 万円
5億 6,435 万円

その他町長が必要と
認める事業
1億 6,470 万円

安心して過ごすことの
できるまちづくり
1,567 万円

子育て支援、健康と福祉、
教育の充実
4,560 万円

芸術、文化、スポーツ振興
1,060 万円

専決処分事項の承認　補正予算（一般会計・特別会計）
議　　案　　名 補正／総額 主な内容（歳出）

承認第２号
R ２一般会計補正予算（第 1 2 次）

補正額　　　　+128 万円
総　額　　  60 億 6,172 円

プレミアム付商品券事業 ⤴ 78 万円
草津温泉まち歩き共通クーポン券事業 ⤴ 50 万円

承認第 3号
R ２一般会計補正予算（第 1 3 次）

補正額
総　額

+5,694 万円
61 億 1,866 万円

草津よいとこ元気基金積立金 ⤴ 6,150 万円
財政調整基金積立 ⤴ 1 億 4,059 万円
国民健康保険特別会計繰出金 ⤵ 733 万円
町内事業者振興事業 ⤵ 2,200 万円
新型コロナ関連町内経済対策事業 ⤵ 862 万円
白根山火山対策事業 ⤵ 940 万円

承認第4号
R2 国民健康保険特別会計補正予算（第３次）

補正額
総　額

－ 2億 3,439 万円
7億 3,056 万円

一般被保険者療養給付事業 ⤵ 1 億 8,661 万円
一般被保険者高額療養事業 ⤵ 3,525 万円

承認第 5号
R2 介護保険特別会計補正予算（第4次）

補正額
総　額

－ 2,500 万円
5億 6,723 万円

居宅介護サービス給付事業 ⤵ 843 万円
地域密着型介護サービス給付事業 ⤵ 355 万円

承認第 6号
R2後期高齢者医療特別会計補正予算（第３次）

補正額
総　額

－ 451 万円
1 億 1,739 万円

後期高齢者医療広域連合納付事業 ⤵ 162 万円
予備費 ⤵ 265 万円

承認第 7号
R2公共下水道事業特別会計補正予算（第３次）

補正額
総 額

－ 10万円
13 億 567 万円

下水道施設整備事業総務事務費 ⤵ 12 万円
予備費 ⤴ 2 万円

承認第 8号
R ３一般会計補正予算（第 1 次）

補正額
総 額

+1 億 4,808 万円
44億 8,949 万円

新型コロナウイルスワクチン接種事業 ⤴ 1,574 万円
草津温泉プレミアム商品券事業 ⤴ 6,203 万円
草津温泉まち歩き共通クーポン券事業 ⤴ 7,070 万円

温泉、観光、産業振興
3億 2,778 万円

議案はそれぞれの担当委員会で
詳細な審議が行われた後、
最終日の本会議で議決されました。

総8  …   総務観光常任委員会
民 …8  民教土木常任委員会

温8 …  温泉温水対策特別委員会

〇
報
告
第
７
号

　

温
泉
引
用
者
名
義
移
転　

①
・
町
田
塗
装
（
寮
）

　

・
万
代
源
泉　

６
ℓ
／
分

新　

有
限
会
社　

町
田
塗
装

　
　

代
表
取
締
役　

町
田
真
一

旧　

町
田
春
雄

②
・
旅
荘
み
つ
ゆ
き
（
保
養
所
）

　

・
万
代
源
泉　

２
ℓ
／
分

新　

三
幸
交
通　

株
式
会
社

　
　

代
表
取
締
役　

町
田
久
夫

旧　

町
田　

茂
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Ｑ　

こ
の
条
例
改
正
で
保
険
料
が

減
免
対
象
と
な
る
人
数
は
？

A

２
名
が
該
当
。
金
額
と
し
て

は
９
万
３
千
円
ほ
ど
。

Ｑ　

子
育
て
臨
時
給
付
金
の
対
象

人
数
は
？

A

今
回
の
補
正
は
予
定
額
だ

が
、
５
万
円
×
71
人
分
で
計
算
し

て
い
る
。

Ｑ　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
発

行
数
は
？

A

５
月
16
日
現
在
２
０
１
９
人

で
、
31
.
69
％
の
発
行
率
。
県
内

で
は
か
な
り
高
い
。

Ｑ　

な
で
し
こ
サ
ポ
ー
ト
（
生
理

用
品
の
配
布
）
事
業
。
小
中
学
校

の
ト
イ
レ
へ
の
常
備
は
可
能
か
？

A

現
在
は
ト
イ
レ
個
室
へ
の
配

備
は
し
て
い
な
い
が
、
学
校
に
は

メ
ー
カ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
も
の

が
あ
り
保
健
室
で
の
配
布
は
し
て

い
る
。

Ｑ　

成
人
式
の
実
施
形
式
は
？

A

昨
年
度
の
新
成
人
分
は
今
年

４
月
に
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
考
慮
し

式
典
の
み
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル

に
て
実
施
。
40
名
が
出
席
し
た
。

　

今
年
は
８
月
に
実
施
予
定
。
当

事
者
の
多
数
か
ら
時
期
変
更
の
要

望
が
あ
れ
ば
考
え
る
が
、
８
月
開

催
に
は
御
座
之
湯
で
華
や
か
に
開

催
で
き
る
利
点
も
あ
る
。

【
陳
情
４
】（
町
道
認
定
）

　
当
局
よ
り
現
地
の
状
況
説
明

と
、
町
長
よ
り
「
地
域
住
民
の
要

望
は
精
査
の
上
、
可
能
な
限
り
応

じ
た
い
」
と
の
説
明
が
あ
り
、
採

択
と
し
ま
し
た
。

・
草
津
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

概
要
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。（
内

容
は
町
Ｈ
Ｐ
で
公
開
）

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

://w
w

w
.to

w
n

.
kusatsu.gunm

a.jp/

・
町
地
域
福
祉
計
画
・
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計

画
・
障
が
い
者
計
画
に
つ
い
て
、　

策
定
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

・
３
月
議
会
に
て
陳
情
の
あ
っ
た

（
審
議
未
了
）
町
道
１
０
０
６
品

木
原
線
に
つ
い
て
、
陳
情
者
よ
り

町
に
同
町
道
の
一
部
廃
止
を
求
め

る
要
望
書
が
提
出
さ
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

・
委
員
よ
り
、
吾
妻
広
域
の
新
ご

み
処
理
施
設
の
進
捗
状
況
と
そ
れ

に
伴
う
ご
み
分
別
方
法
な
ど
の　

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
新
処
理
施

設
で
の
分
別
は
、
現
在
の
６
か
町

村
で
最
も
厳
し
い
基
準
に
準
拠
す

る
方
向
と
の
こ
と
で
す
。

【
議
案
第
８
号　

温
泉
引
用
者
移

転
許
可
】

・
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ

ャ
パ
ン
健
康
保
険
組
合
か
ら
前
橋

地
建
（
株
）
代
表
取
締
役　

槙
田

正
康
氏
に
所
有
権
が
移
転
、
新
施

設
名
称「（
仮
）ち
さ
の
木
」と
す
る
。

　

草
津
町
温
泉
使
用
条
例
に
基
づ

く
適
正
な
も
の
と
判
断
。
な
お
今

後
は
、
行
政
と
議
会
が
統
一
見
解

を
持
ち
対
応
す
る
。

【
議
案
第
９
号　

温
泉
引
用
者
増

量
許
可
】

・
群
龍
館
に
白
旗
源
泉
毎
分
22
ℓ

に
対
し
プ
ラ
ス
２
ℓ
の
増
量
申
請
。

　

増
量
が
プ
ラ
ス
２
ℓ
と
少
な
い

た
め
、
ほ
か
に
影
響
が
な
い
と
判

断
し
承
認
と
す
る
。

【
陳
情
3
】(

共
同
浴
場
の
混
合

水
栓
設
備) 

　

町
長
よ
り
本
来
共
同
浴
場
は
町

民
の
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
区
の

管
理
化
で
あ
る
。そ
の
町
民
か
ら
、

利
便
性
の
希
望
が
あ
れ
ば
設
置
す

る
。
な
お
、
ほ
か
の
地
区
よ
り
要

望
が
あ
れ
ば
そ
の
都
度
判
断
し
て

設
置
す
る
。
修
繕
も
町
で
対
応
す

る
と
の
説
明
が
あ
り
採
択
と
し
ま

し
た
。

・
日
本
温
泉
科
学
会
第
74
回
大
会

（
草
津
開
催
）

11
月
15
日
（
月
）
か
ら
18
日
（
木
）

・
草
津
町
・
草
津
町
議
会
視
察
研

修
（
案
）「
異
議
な
し
」

委員会審査・報告委員会審査・報告
民
教
土
木
常
任
委
員
会

付
託
議
案

【
議
案
第
2
号

介
護
保
険
条
例
一
部
改
正
】

【
議
案
第
３
号

　

Ｒ
３
年
一
般
会
計

　
　
　

補
正
予
算
（
２
次
）】

策定された各種計画

温
泉
温
水
対
策
特
別
委
員
会

付
託
議
案

新築「長栄の湯」
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委員会審査・報告委員会審査・報告
【
議
案
第
１
号　

草
津
町
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
】

Ｑ
条
例
の
中
で
、
押
印
が
必
要
な

も
の
が
あ
る
の
か
。

A
今
回
の
改
正
は
県
か
ら
の
要

請
。
今
後
こ
の
よ
う
な
改
正
が
あ

る
と
思
う
。

【
議
案
第
３
号　

Ｒ
３
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
２
次
）】

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事

業
、
今
年
は
ど
の
区
が
対
象
か
。

A　

馬
場
区
と
西
殿
塚
区
が
対
象
。

Ｑ　

都
市
計
画
費
の
中
で
、
各
種

設
計
委
託
と
あ
る
が
。

A
地
蔵
地
区
の
整
備
に
か
か
る
も

の
で
、
旧
堀
口
床
屋
と
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
七
星
の
間
に
あ
る
石
積
み
が

崩
落
の
恐
れ
が
あ
り
、
崩
落
防
止

の
擁
壁
を
作
る
た
め
。

【
議
案
第
５
号　

Ｒ
３　

千
客
万

来
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
一
次
）】

Ｑ
Ｔ
パ
ラ
リ
フ
ト
を
45
台
で
通
年

営
業
す
る
と
の
事
だ
が
、
耐
用
年

数
、
本
体
の
使
用
見
込
み
は
？

企
画
創
造
課
課
長

A　

Ｂ
線
は
長
寿
命
化
（
エ
ン
ジ

ン
の
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
）を
し
た
。

今
後
Ａ
線
で
も
長
寿
命
化
を
し
て

い
く
。

町
長

A　

リ
フ
ト
の
耐
用
年
数
に
制
限

は
な
い
。
支
柱
の
老
朽
化
が
あ
っ

た
時
は
支
柱
の
交
換
で
対
応
し
て

い
く
。
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ー
プ
は
数
年

で
交
換
し
て
い
る
。
現
在
強
度
的

な
問
題
は
な
い
。

【
議
案
第
６
号　

工
事
請
負
契
約

の
締
結
】

　

百
年
石
を
作
る
サ
テ
ラ
イ
ト
施

設
と
し
て
通
年
営
業
を
行
う
こ
と

が
説
明
さ
れ
、
混
雑
時
に
は
、
中

和
工
場
の
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ

ー
ク
と
の
連
携
強
化
の
提
案
が
な

さ
れ
ま
し
た
。
当
局
か
ら
は
、
草

津
町
全
体
を
夢
の
あ
る
テ
ー
マ
パ

ー
ク
に
し
て
い
き
た
い
と
の
説
明

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
４
【「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
署
名
・
批
准
を
求
め

る
請
願
」】

　

戦
争
の
な
い
平
和
な
国
を
目
指

し
て
行
く
こ
と
が
第
一
で
あ
り
、

そ
う
す
れ
ば
核
兵
器
も
使
わ
ず
に

す
む
。
等
の
意
見
が
出
さ
れ
、
採

択
と
な
り
ま
し
た
。

●
道
の
駅

Ｑ　

各
地
で
立
派
な
物
が
で
き
て

い
る
。
草
津
の
道
の
駅
は
古
さ
が

感
じ
ら
れ
る
。
ト
イ
レ
も
高
速
道

路
よ
り
見
栄
え
が
悪
い
と
感
じ
て

い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
整
備
を
検

討
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

A　

整
備
は
段
階
的
に
行
っ
て
い

る
。
現
在
は
R

292
の
立
体
交
差
事

業
を
進
め
て
い
る
。
立
体
交
差
と

同
時
に
中
央
通
り
の
開
発
も
進
め

る
。
道
の
駅
に
関
し
て
は
そ
の
後

に
な
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

道
の
駅
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は
ど
こ

ま
で
踏
み
込
む
の
か
今
後
議
論
が

必
要
。
ト
イ
レ
の
改
修
だ
け
で
済

む
の
か
今
後
検
討
し
て
い
く
。

●
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
イ
ベ
ン
ト

Ｑ　

今
後
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て

開
催
す
る
の
か
。
開
催
し
な
い
も

の
は
あ
る
か
。

A　

成
人
式
は
８
月
に
開
催
を
予

定
し
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
音
楽

祭
は
17
日
~
29
日
に
行
う
。
サ
ッ

カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
中
止
。

温
泉
祭
は
観
光
協
会
の
判
断
。
熱

湯
マ
ラ
ソ
ン
は
募
集
期
間
が
３
カ

月
を
切
っ
て
い
る
。
現
段
階
で
開

催
は
で
き
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

１　

草
津
白
根
山
の
状
況

　

現
在
の
火
山
活
動
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

湯
釜
付
近
の
活
動
は
静
穏
時
の

状
態
に
戻
る
傾
向
に
あ
る
が
、
湯

釜
付
近
の
熱
水
活
動
は
や
や
高
ま

っ
て
い
る
と
の
事
か
ら
、
観
光
客
・

町
民
の
安
全
を
第
一
に
考
え
対
応

し
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

２　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策

①
「
草
津
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
本
部
」
に
関
わ
る
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
の

発
令
、
群
馬
県
の
ま
ん
延
防
止
重

点
措
置
の
指
定
。
町
で
の
感
染
者

の
発
生
時
な
ど
、
対
策
本
部
を
中

心
に
状
況
に
応
じ
た
対
応
が
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。

②
「
ワ
ク
チ
ン
接
種
計
画
と
進
捗

状
況
」
に
つ
い
て

　

集
団
接
種
会
場
を
保
健
セ
ン
タ

ー
内
に
設
置
し
、
円
滑
に
接
種
事

業
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
済
を
回
復
し
て
い
く

た
め
に
も
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の

取
組
み
を
推
進
し
て
ほ
し
い
と
要

望
し
ま
し
た
。

③
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
経

済
対
策
に
つ
い
て

　

３
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
草

津
温
泉
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」

「
草
津
温
泉
町
歩
き
共
通
ク
ー
ポ

ン
券
事
業
」
の
実
施
報
告
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。「
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
」
に
関
し
て
は
多
く
の
町
民

（
82.

２
％
）
の
方
が
申
請
さ

れ
、
約
１
億
円
分
の
商
品
券
が
流

通
し
た
と
の
こ
と
で
す
。

　

一
方
、「
ク
ー
ポ
ン
券
事
業
」
に

つ
い
て
は
、
愛
郷
ぐ
ん
ま
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
事
業
が
コ
ロ
ナ
の
影
響
に

よ
り
現
在
は
止
ま
っ
て
い
る
が
、

今
後
県
の
事
業
再
開
が
あ
っ
た
際

に
は
、
ク
ー
ポ
ン
券
を
倍
増
し
２

千
円
分
と
し
て
経
済
の
回
復
に
努

め
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

災
害
・
経
済
対
策

　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

総
務
観
光
常
任
委
員
会

付
託
議
案
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【
土
木
費
／
都
市
計
画
総
務
費
】

企
画
創
造
課
長

　

国
道
292
号
立
体
交
差
整
備
事

業
に
よ
り
温
泉
街
の
入
り
口
の

中
央
通
り
は
大
き
く
変
貌
す

る
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
も
見
据

え
、
温
泉
門
や
駐
車
場
、
道
路

植
栽
、
電
線
の
地
中
化
な
ど
に

よ
り
中
央
通
り
の
魅
力
を
高
め

る
。

【
総
務
費
／
災
害
対
策
費
】

Ｑ
警
戒
レ
ベ
ル
１
に
下
が
っ
た

の
に
な
ぜ
337
万
９
千
円
の
増
額

が
必
要
な
の
か
。

総
務
課
長

　

警
戒
レ
ベ
ル
１
に
お
け
る
注

意
啓
発
看
板
等
の
設
置
に
123
万

９
千
円
、
仮
に
レ
ベ
ル
２
に
上

が
っ
た
場
合
を
想
定
し
た
ソ
ー

ラ
ー
信
号
機
、
仮
設
ト
イ
レ
、

除
雪
委
託
経
費
が
134
万
円
、
工

事
費
79
万
７
千
円
は
非
常
時
の

回
転
灯
や
誘
導
音
声
ス
ピ
ー
カ

ー
の
修
理
点
検
費
用
。

中澤康治　議員

議案質疑議案質疑

請
願
５
【
議
長
発
言
と
通
知
書
の

議
会
広
報
誌
掲
載
】

　

請
願
５
に
つ
い
て
、
紹
介
議
員

の
趣
旨
説
明
の
の
ち
、
審
議
を
行

い
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
公
式

見
解
で
な
い
一
政
治
家
の
議
場
外

の
発
言
を
議
会
が
修
正
さ
せ
る
と

は
考
え
ら
れ
な
い
」、「
紹
介
議
員

の
説
明
は
一
般
論
と
憶
測
に
終
始

し
、
委
員
が
判
断
で
き
る
具
体
的

な
要
素
は
見
当
た
ら
な
い
」、「
電

子
書
籍
で
既
に
公
表
し
て
い
る
内

容
は
事
実
な
ら
刑
事
事
件
相
当
の

も
の
。
公
表
で
き
ず
に
悩
む
一
般

の
性
暴
力
被
害
と
は
性
質
が
明
ら

か
に
異
な
る
」、「
今
回
の
請
願
は
、

議
会
だ
よ
り
へ
の
掲
載
を
目
的
と

し
て
、
代
表
者
が
ネ
ッ
ト
上
で
賛

同
を
呼
び
か
け
た
も
の
。
町
外
者

に
よ
る
プ
ロ
バ
ガ
ン
ダ
の
手
段
と

し
て
議
会
だ
よ
り
が
利
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
等

の
意
見
が
出
さ
れ
、
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
研

究
所
に
よ
る
議
会
改
革
度
調
査
が

今
年
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
は
全
国
の
議
会
に
対

し
て
行
わ
れ
、
回
答
率
も
78.

5

％
と
高
く
、
議
会
改
革
の
指
針
と

言
う
べ
き
も
の
で
あ
り
ま
す
。

当
議
会
に
お
け
る
情
報
公
開
、
住

民
参
画
、
議
会
機
能
の
強
化
に
つ

い
て
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
、
議
会
中
継
動
画

配
信
や
議
会
だ
よ
り
の
発
行
に
つ

い
て
、
町
民
に
よ
り
興
味
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
の
方
策
や
、
議
事

録
の
図
書
館
へ
の
設
置
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
掲
載
の
必
要
性
や
、
町
民

と
議
会
と
の
意
見
交
換
会
や
小
中

学
生
議
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
町

民
に
議
会
を
理
解
し
て
も
ら
う
手

段
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
と
の
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
近
隣
や
先
行
す
る
地
議

会
の
情
報
を
収
集
し
、
運
用
や
費

用
面
の
調
査
を
継
続
し
て
ゆ
く
こ

と
と
し
ま
し
た
。

注
意
啓
発
の
掲
示
や
機

器
の
修
理
点
検
費
用
。

白
根
火
山
監
視
事
業
に

つ
い
て
。

問

各
種
設
計
委
託
料
400
万

円
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
。

中
央
通
り
の
魅
力
を
高

め
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
委
託
料
。

問答

答

委員会審査・報告委員会審査・報告

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議
案
第
３
号

  

Ｒ
３
一
般
会
計

    

補
正
予
算
（
第
２
次
）

議
会
運
営
委
員
会
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【
ガ
ソ
リ
ン
給
油
所
の
減
少
へ

の
対
応
は
？
】

　

本
年
３
月
に
、
町
内
・
国
道

292
号
線
沿
い
で
営
業
さ
れ
て
い

た
ガ
ソ
リ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
）
１
軒
が
閉

店
さ
れ
た
。
大
変
残
念
だ
が
、

老
朽
化
な
ど
、
や
む
を
得
な
い

事
情
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
結

果
草
津
町
で
現
在
営
業
さ
れ
て

い
る
Ｓ
Ｓ
は
、
大
字
草
津
・
前

口
に
各
１
軒
の
計
２
軒
の
み
と

な
っ
た
。
全
国
有
数
の
観
光
地

で
あ
り
な
が
ら
、
自
動
車
・
バ

ス
以
外
の
ア
ク
セ
ス
手
段
が
な

い
草
津
町
に
と
っ
て
、
ガ
ソ
リ

ン
、
軽
油
は
ま
さ
に
血
液
で
あ

り
、
営
業
さ
れ
て
い
る
店
舗
に

は
、
何
と
か
踏
ん
張
っ
て
営
業

を
継
続
し
て
頂
き
た
い
が
、
こ

の
件
に
つ
い
て
、
当
局
の
考
え

を
伺
う
。

Ｑ
１　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

は
、
域
内
の
Ｓ
Ｓ
店
舗
数
が
３

軒
以
下
の
市
町
村
を
『
Ｓ
Ｓ
過

疎
地
市
町
村
』
と
定
義
し
、
業

界
団
体
な
ど
と
共
に
対
策
協
議

会
を
設
置
し
、
該
当
す
る
各
自

治
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

と
聞
く
。
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
は
草
津
町
は
『
Ｓ
Ｓ
過

疎
地
市
町
村
』
と
し
て
ま
だ
掲

載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
店
舗
数

が
減
少
し
た
現
在
に
お
い
て

は
、
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

今
後
町
と
し
て
、
こ
の
協
議
会

や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
今
後

へ
の
相
談
を
行
う
こ
と
や
、
既

存
店
舗
へ
の
支
援
な
ど
の
お
考

え
は
あ
る
か
。

Ｑ
２　

現
状
で
は
特
に
、
大
字

草
津
で
１
店
舗
と
な
っ
て
い
る

こ
と
に
起
因
す
る
繁
忙
期
の
混

雑
と
交
通
渋
滞
の
発
生
、
そ
れ

と
災
害
時
、
特
に
大
雪
が
発
生

し
た
際
の
復
旧
、
除
雪
用
車
両

等
へ
の
燃
料
へ
の
供
給
態
勢
が

気
に
な
る
。
前
者
で
は
特
に
、

今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
温
泉
門

の
工
事
の
影
響
も
生
じ
る
と
思

わ
れ
る
。
工
事
計
画
時
に
は
、

Ｓ
Ｓ
利
用
車
、
そ
し
て
迂
回
車

両
の
動
線
の
確
保
に
も
ご
留
意

頂
き
た
い
。
後
者
で
は
、
天
気

予
報
等
を
活
用
し
て
、
車
両
を

持
つ
事
業
者
に
燃
料
の
事
前
確

保
を
要
請
す
る
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
が
、
町
と
し
て
何
ら

か
の
備
え
を
お
考
え
か
。

町
長

　

平
成
６
年
度
に
は
、
６
万
400

店
舗
を
超
え
て
い
た
全
国
の
Ｓ

Ｓ
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
も
、
平
成
28
年
に
は
３

万
１
千
店
舗
ま
で
減
少
し
て
い

る
。

Ａ
１　

現
在
の
、
国
（
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
）
が
過
疎
地
と
し

て
定
義
す
る
枠
組
み
で
は
、
生

活
圏
に
３
か
所
以
下
、
ま
た
は

最
寄
り
の
Ｓ
Ｓ
ま
で
15
キ
ロ
以

上
あ
る
住
民
を
抱
え
る
自
治
体

と
し
て
お
り
、
草
津
町
で
は
店

舗
数
は
3
か
所
を
下
回
っ
て
い

る
が
、
最
寄
り
の
Ｓ
Ｓ
ま
で
の

距
離
が
15
キ
ロ
以
上
あ
る
住
民

は
抱
え
て
い
な
い
た
め
、
こ
の

『
Ｓ
Ｓ
過
疎
自
治
体
』
に
は
該

当
し
て
い
な
い
。

　

近
い
将
来
、
地
域
交
通
は
情

報
化
と
の
融
合
と
、
化
石
燃
料

か
ら
脱
炭
素
燃
料
へ
の
移
行
が

進
む
と
考
え
ら
れ
る
が
、
脱

炭
素
社
会
の
構
築
は
、
温
泉
観

光
地
に
と
っ
て
重
要
な
観
光
資

源
に
な
る
と
捉
え
て
い
る
。
草

津
町
は
従
前
か
ら
、
温
泉
熱
を

利
用
し
た
融
雪
道
路
や
温
水
供

給
事
業
な
ど
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
今
後
も
注
目
を
さ

れ
る
と
思
う
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
国

の
政
策
を
見
極
め
た
上
で
、
戦

略
的
か
つ
効
果
的
な
施
策
を
行

い
た
い
。

Ａ
２　

立
体
交
差
・
温
泉
門
を

整
備
す
る
中
で
は
、
温
泉
街
の

入
口
部
分
の
一
定
期
間
の
通
行

止
め
を
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。
ホ
テ
ル
櫻
井
前
の
信

号
で
大
型
バ
ス
な
ど
も
右
折
で

き
る
よ
う
、
群
馬
県
警
と
協
議

中
。
一
時
的
な
渋
滞
も
あ
り
得

る
が
、
交
通
状
況
も
勘
案
し
な

が
ら
、
動
線
確
保
を
し
た
い
。

将
来
的
に
は
、
群
大
病
院
草
津

分
院
跡
地
な
ど
を
駐
車
場
と
し

て
温
泉
街
の
東
側
か
ら
湯
畑
ま

で
歩
い
て
散
策
で
き
る
よ
う
、

整
備
を
行
い
た
い
。

　

災
害
時
、
大
雪
の
除
雪
作
業

時
の
燃
料
確
保
は
危
惧
し
て
い

る
と
こ
ろ
。
常
に
危
機
管
理
を

第
一
に
行
政
運
営
を
行
っ
て

い
る
が
、
本
白
根
山
の
水
蒸
気

噴
火
や
東
日
本
大
震
災
の
教
訓

を
生
か
し
な
が
ら
、
災
害
時
に

致
命
的
な
燃
料
不
足
を
生
じ
さ

せ
な
い
よ
う
、
軽
油
等
は
草
津

温
泉
ス
キ
ー
場
や
ゴ
ル
フ
場
の

タ
ン
ク
の
活
用
な
ど
、
対
策
の

調
査
を
し
て
い
る
。
入
込
客
数

や
町
民
経
済
に
支
障
を
来
す
お

そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
燃
料

供
給
の
不
足
や
除
雪
用
燃
料
の

確
保
の
た
め
、
搬
路
が
途
絶
え

た
場
合
に
備
え
て
、
新
た
な
タ

ン
ク
の
設
置
な
ど
も
検
討
し
た

い
。

　

Ｓ
Ｓ
の
減
少
に
関
し
て
は
、

車
の
燃
費
向
上
や
人
口
減
な
ど

の
要
因
が
絡
む
。
観
光
地
の
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
将
来
的
に
は

対
応
が
必
要
と
な
る
可
能
性
は

あ
る
が
、
営
業
さ
れ
て
い
る
店

舗
に
何
と
か
頑
張
っ
て
頂
き
た

い
。

一般質問一般質問

湯本晃久　議員

※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。



2021．7．3 1 8

　

一
般
質
問
の
前
に
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
は
、
町
長
を
先
頭

に
行
政
が
一
丸
と
な
り
対
応
し

て
い
る
こ
と
は
、
大
変
評
価
し

ま
す
。
現
在
行
わ
れ
て
い
る
65

歳
以
上
の
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
は
、
町
内
医
療
関
係

者
、
栗
生
楽
泉
園
へ
の
要
請
、

潜
在
看
護
師
へ
の
要
請
と
、
他

の
市
町
村
で
は
あ
り
得
な
い
迅

速
な
配
慮
を
い
た
だ
い
た
こ
と

を
大
変
評
価
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　　

昨
年
９
月
議
会
の
際
、
総

括
質
問
に
お
い
て
発
覚
し
た
温

泉
移
転
分
担
金
で
す
が
、
行
政

や
当
該
施
設
に
対
し
て
町
民
の

方
か
ら
、
い
ま
だ
に
不
透
明
感

や
不
信
感
が
あ
る
こ
と
を
伺
っ

て
い
る
。
行
政
や
当
該
施
設
者

に
対
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら

伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
私
も
、
今
回
、
立
候
補
す

る
に
当
た
っ
て
、
当
該
施
設
へ

の
不
信
感
は
聞
い
て
い
ま
し

た
。
調
査
の
方
法
を
悩
ん
で
い

た
と
き
、
当
該
議
員
、
ご
自
身

自
ら
発
言
さ
れ
て
い
た
こ
と
に

は
感
謝
し
た
い
。

　

草
津
町
温
泉
使
用
条
例
を
見

る
と
、
条
例
第
22
条
に
は
「
温

泉
引
用
許
可
の
取
消
し
」
と
あ

り
ま
す
。

２
０
０
９
年
11
月
９
日
に
ジ
ェ

イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

が
当
該
施
設
の
株
式
を
取
得
し

た
時
点
に
移
転
分
担
が
発
生
す

る
と
、
前
回
も
説
明
が
あ
り
ま

し
た
が
、
こ
の
と
き
に
当
該
議

員
と
ジ
ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
が
温
泉
課
に
相
談
に

来
て
い
た
と
の
報
告
が
以
前
町

長
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
と

き
の
処
理
を
教
え
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

そ
の
後
、
移
転
分
担
金
の
申

請
が
な
け
れ
ば
、
条
例
第
22
条

第
２
項
に
よ
り
温
泉
引
用
許
可

を
取
り
消
す
こ
と
が
可
能
だ
っ

た
の
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

ぜ
手
続
き
を
踏
ま
な
か
っ
た
の

か
。

２
０
１
２
年
７
月
２
日
に
現
在

の
名
称
で
再
設
立
。
こ
の
と
き

に
も
移
転
分
担
金
が
発
生
す
る

と
、
故
後
藤
議
員
か
ら
も
指
摘

が
あ
っ
た
。
約
3
億
円
に
も
上

る
移
転
分
担
金
が
発
生
し
て
い

る
こ
と
。
現
町
長
は
こ
の
件
に

関
し
、
逃
げ
る
わ
け
で
は
な
い

が
、
議
員
皆
様
に
も
責
任
が
あ

る
と
。
当
時
の
議
員
方
に
も
伺

っ
た
が
、
議
場
で
議
論
し
た
記

憶
が
な
い
と
聞
い
た
。
こ
の
問

題
、
前
町
長
と
議
員
で
あ
っ
た

町
長
な
ら
び
に
議
員
各
位
が
、

議
場
外
で
忖
度
が
あ
っ
た
の
で

は
。

　

今
後
も
温
泉
移
転
分
担
金
は

発
生
す
る
で
し
ょ
う
。
限
り
あ

る
草
津
の
温
泉
資
源
、
先
代
か

ら
築
き
上
げ
ら
れ
た
温
泉
条
例

を
汚
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

町
長

　

温
泉
条
例
と
い
う
の
は
名
前

を
出
し
て
い
な
け
れ
ば
手
続
が

進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
決

し
て
守
秘
義
務
違
反
に
当
た
る

も
の
で
は
な
い
。

再
生
当
時
、
町
職
員
が
内
容
を

把
握
で
き
な
か
っ
た
の
か
と
言

わ
れ
か
ね
な
い
問
題
で
す
け
れ

ど
も
、
平
成
21
年
7
月
21
日

に
、
東
京
地
方
裁
判
所
に
監
査

委
員
の
弁
護
士
よ
り
意
見
書
が

提
出
さ
れ
、
中
沢
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ

の
資
本
金
５
３
５
０
万
円
、
100

％
減
資
を
し
て
、
新
た
に
一
千

万
円
の
増
資
。
増
資
部
分
は
ジ

ェ
イ
・
ウ
ィ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

ズ
に
発
行
し
た
と
の
記
述
が
残

っ
て
い
る
。

温
泉
使
用
条
例
は
、
使
用
者
か

ら
の
申
告
が
な
い
と
職
員
は
手

続
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
勝
手
に
推
測
で
物
事
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な

い
。

　

今
に
な
っ
て
こ
の
問
題
が
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
た
の
は
、
中

澤
康
治
議
員
が
本
会
議
場
で
、

「
黒
岩
町
長
は
滞
納
処
理
を

し
て
い
る
。
不
平
等
で
、
相
手

に
恩
を
与
え
て
悪
の
温
床
に
な

る
」
と
の
発
言
を
し
た
。
議
論

を
聞
い
た
故
後
藤
議
員
が
、
ホ

テ
ル
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
温
泉
引
用

権
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
と

い
う
質
問
が
き
っ
か
け
に
な
っ

た
。
公
式
の
場
所
で
質
問
さ
れ

た
も
の
を
放
置
す
る
こ
と
は
で

き
ず
、
問
題
の
大
き
さ
を
そ
の

と
き
に
認
識
し
た
。

　

中
沢
町
長
が
判
断
し
て
き
た

こ
と
を
、
私
が
町
長
に
な
っ
た

か
ら
と
い
っ
て
遡
っ
て
い
ち
い

ち
検
証
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

私
は
道
義
に
外
れ
る
と
い
う
考

え
を
持
っ
て
い
た
。
関
わ
り
た

く
も
な
い
、
済
ん
だ
こ
と
と
し

て
流
し
て
い
た
。

　

一
般
で
通
ら
な
い
詭
弁
で
、

こ
の
問
題
も
ご
ま
か
し
続
け
て

い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

忖
度
が
あ
っ
た
の
か
、
な
か
っ

た
の
か
、
議
会
の
中
で
議
員
さ

ん
方
に
お
願
い
し
た
事
で
は
な

い
。
前
町
長
が
個
々
に
お
願
い

し
た
。

　

分
担
金
の
徴
収
権
は
、
正

直
、時
効
が
成
立
し
て
い
ま
す
。

　

温
泉
権
の
取
消
し
が
出
来
た

の
で
は
。
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り

で
す
。

　

弁
護
士
と
も
相
談
し
て
き
た

が
、
時
効
と
い
う
壁
に
阻
ま
れ

て
手
続
を
取
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

町
民
の
財
産
を
こ
の
よ
う
に

翻
弄
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て

は
、
申
し
訳
な
く
思
っ
て
い

る
。
法
律
上
の
壁
が
あ
り
、
非

常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

有坂太宏　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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Ｑ
１　

草
津
白
根
火
山
に
つ
い

て
　

草
津
白
根
山
は
レ
ベ
ル
１
に

な
っ
た
。
火
山
活
動
は
、
地
球

の
中
心
が
６
０
０
０
℃
と
い
う

太
陽
の
表
面
の
温
度
と
同
じ
高

温
で
起
こ
る
放
熱
現
象
で
、
特

に
日
本
は
、
海
嶺
か
ら
湧
き
出

し
た
高
温
物
質
が
海
水
に
冷
却

さ
れ
て
出
来
た
プ
レ
ー
ト
が
、

１
年
に
約
10
ｃ
ｍ
弱
、
日
本
海

溝
か
ら
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
下
に

沈
み
込
む
位
置
に
あ
る
。
結
果

起
き
る
地
震
や
噴
火
活
動
は
宿

命
的
で
日
本
の
ど
こ
も
危
険
で

絶
対
安
全
な
場
所
は
な
い
。
恩

恵
は
温
泉
の
他
、
景
観
も
世
界

的
で
、
安
全
時
に
世
界
の
人
に

お
見
せ
す
る
の
は
使
命
と
い
え

る
。
草
津
白
根
山
で
は
、
噴
石

の
飛
ん
だ
噴
火
は
37
年
前
で
、

最
初
に
警
戒
レ
ベ
ル
１
に
な
っ

た
２
０
０
８
年
５
月
で
は
、
半

径
500
ｍ
規
制
で
、
夏
季
シ
ー
ズ

ン
は
旧
道
を
許
可
し
た
。
レ
ベ

ル
３
に
な
っ
た
が
、
２
０
１
８

年
の
火
山
性
ガ
ス
関
与
が
大
き

い
本
白
根
山
の
三
日
月
火
口
の

爆
発
を
除
い
て
、
噴
火
し
て
い

な
い
。
羹
（
あ
つ
も
の
）
に
懲

り
て
膾
（
な
ま
す
）
を
吹
く
と

い
う
諺
が
あ
る
。
閉
鎖
を
続
け

る
の
は
観
光
地
の
使
命
を
忘

れ
、
収
入
源
の
放
棄
で
も
あ
る
。

駐
車
場
を
町
営
に
し
て
再
開
す

る
気
は
な
い
か
？

町
長

Ａ
１　

白
根
山
に
つ
い
て
は
、

あ
な
た
は
科
学
者
で
も
何
で
も

な
い
。
私
は
、
科
学
者
、
気
象

庁
の
言
い
分
を
尊
重
し
て
首
長

と
し
て
判
断
し
た
こ
と
で
、
こ

れ
以
上
答
弁
す
る
つ
も
り
は
な

い
。

Ｑ
２　

首
長
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

吉
村
大
阪
府
知
事
は
、
首
長

の
ワ
ク
チ
ン
先
行
接
種
は
ル
ー

ル
の
逸
脱
で
は
な
い
か
、
ま
た

総
責
任
者
だ
か
ら
必
要
だ
と
い

う
な
ら
、
事
前
に
説
明
す
べ

き
だ
と
言
っ
て
い
る
。
町
長
に

よ
れ
ば
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
予
約
し
５

月
中
の
枠
？
を
取
っ
た
と
あ
る

が
、
私
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
で
は

枠
は
な
く
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
太

字
が
予
約
可
能
で
1
回
目
を
確

定
し
た
。
５
月
10
日
夕
方
、
担

当
者
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出

で
、
接
種
し
た
ら
ど
う
か
と
い

わ
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
の
順
番

よ
り
早
く
接
種
し
た
。
チ
ラ
シ

の
文
面
か
ら
町
長
の
責
任
は
重

大
で
、
早
め
て
当
然
と
い
う
感

じ
だ
が
、
住
民
が
並
ん
で
い
る

と
こ
ろ
に
偉
い
責
任
者
が
や
っ

て
き
て
、
係
が
偉
い
方
を
優
先

し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮

な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
や
は
り
問

題
。「
先
憂
後
楽
」
と
い
う
言
葉

の
意
味
は
、
為
政
者
は
人
々
が

心
配
す
る
前
に
心
配
し
、
人
々

が
楽
し
ん
だ
後
で
楽
し
む
と
い

う
意
味
で
、
松
下
幸
之
助
は
リ

ー
ダ
ー
の
基
本
と
し
た
。
自
分

は
後
で
と
い
う
首
長
も
い
た
。

キ
ャ
ン
セ
ル
の
出
た
場
合
の
順

番
は
？

町
長

Ａ
２　

全
国
の
首
長
が
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
し
て
い
る
と
非
難
の

報
道
が
さ
れ
、
黒
岩
信
忠
草
津

町
長
も
そ
の
1
人
と
報
道
さ
れ

た
。
河
野
太
郎
行
政
改
革
担
当

大
臣
は
、
住
民
に
十
分
な
説
明

を
果
た
す
べ
き
と
し
て
い
る
。

非
難
を
さ
れ
る
理
由
は
、
特
に

64
歳
以
下
の
首
長
が
医
療
従
事

者
と
称
し
、
住
民
に
先
駆
け
て

接
種
を
し
た
の
が
国
民
感
情
を

逆
な
で
し
た
。

　

草
津
町
長
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
経
緯
を
説
明
す
る
。

　

健
康
推
進
課
か
ら
ワ
ク
チ
ン

の
ご
案
内
、
予
防
接
種
予
診
票

が
届
い
た
。
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
予
約
を

議
員
さ
ん
か
ら
指
摘
さ
れ
て
、

町
長
は
74
歳
で
高
齢
者
枠
、
65

歳
以
上
に
入
る
の
で
、
４
月
24

日
自
身
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

に
よ
り
、
11
時
４
分
予
約
が
完

了
。
５
月
中
に
接
種
が
で
き
る

枠
？
を
取
得
し
た
。
５
月
10
日

夕
方
、
担
当
者
か
ら
電
話
が
あ

り
、
突
然
キ
ャ
ン
セ
ル
が
出
た

の
で
町
長
の
接
種
が
可
能
か
と

打
診
が
あ
っ
た
。
国
及
び
県
か

ら
ワ
ク
チ
ン
の
廃
棄
が
な
い
よ

う
指
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
打

つ
判
断
を
し
た
。
何
が
問
題
が

あ
る
ん
で
す
か
。

Ｑ
３　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
草
津

温
泉
も
苦
し
ん
で
い
ま
す
。

　

先
日
発
生
し
た
万
座
温
泉
の

コ
ロ
ナ
感
染
は
問
題
。
湯
畑
に

似
て
ｐ
Ｈ
は
2.5
の
酸
性
で
、
硫

化
水
素
を
万
座
温
泉
は
湯
畑
よ

り
多
く
含
む
。
調
査
し
て
湯
畑

や
万
代
源
泉
よ
り
も
万
座
の
ほ

う
が
劣
っ
て
い
れ
ば
、
一
応
安

全
。
万
座
温
泉
の
調
査
を
行
う

気
は
あ
る
か
？
湯
畑
や
万
代
源

泉
が
万
座
よ
り
も
優
れ
て
い
れ

ば
、
共
同
浴
場
に
町
外
者
の
入

浴
を
許
可
し
て
頂
き
た
い
。
町

民
憲
章
の
実
践
と
、
県
有
の
地

蔵
の
湯
・
湯
畑
源
泉
の
善
良
な

る
管
理
者
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル

が
で
き
る
。
町
有
の
万
代
源
泉

で
は
新
築
の
長
栄
の
湯
を
住
民

専
用
に
す
る
と
、
立
派
過
ぎ
て
、

地
域
住
民
へ
の
偏
頗
供
与
と
思

わ
れ
る
。

町
長

Ａ
３　

万
座
温
泉
の
問
題
。

　

私
が
コ
メ
ン
ト
す
る
立
場
に

な
い
。
そ
れ
は
万
座
が
や
れ
ば

い
い
。
分
析
に
つ
い
て
は
今
、

大
学
の
教
授
が
、
何
が
効
く

か
突
き
止
め
る
研
究
を
し
て
い

る
。
何
で
人
ん
ち
の
温
泉
ま
で

口
出
す
の
か
、
意
味
が
分
か
ら

な
い
。

中澤康治　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
闘
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
医
療
関
係

者
の
方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
不
幸

に
し
て
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

た
方
々
に
は
、
心
よ
り
ご
冥
福

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

Ｑ
１　

ワ
ク
チ
ン
接
種
率
の
向

上
に
つ
い
て
。

　

観
光
草
津
に
と
っ
て
接
種
率

を
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

集
団
免
疫
を
確
保
す
る
こ
と
が

観
光
回
復
に
つ
な
が
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
各
自
治
体
で
試
行

錯
誤
し
接
種
率
を
上
げ
て
い
ま

す
が
、
草
津
町
で
も
若
者
を
含

め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
あ
り
が
と

う
の
感
謝
を
込
め
て
、
接
種
券

と
交
換
に
町
内
商
品
券
等
の
検

討
は
い
か
が
か
。

町
長

Ａ
１　

草
津
町
に
お
い
て
は
、

６
月
８
日
現
在
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
1
回
目
の
接
種
の
割

合
が
49
％
、
２
回
目
の
接
種
済

者
に
あ
っ
て
は
21
％
で
あ
り
、

群
馬
県
の
平
均
で
1
回
目
で
は

25.

1
％
、
２
回
目
が
2.8
％

と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
公
表
す
る
数
字

で
大
き
く
上
回
り
非
常
に
高
い

接
種
率
と
な
っ
て
い
る
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
関
し

て
、担
当
課
を
中
心
に
、全
課
、

全
職
員
を
交
代
で
動
員
し
、
さ

ら
に
、
役
場
Ｏ
Ｂ
や
町
内
等
の

潜
在
看
護
師
を
雇
い
、
ま
さ
に

一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

ま
た
、
接
種
率
の
向
上
に
は

医
師
の
確
保
は
欠
か
せ
ず
、
布

施
先
生
は
じ
め
、
こ
ま
く
さ
病

院
、
西
吾
妻
福
祉
病
院
、
さ
ら

に
は
国
立
療
養
所
の
園
長
先
生

に
も
協
力
い
た
だ
き
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
向
上
に
つ
い
て
は
良

好
な
状
況
。

質
問
の
商
品
券
等
の
活
用
と
い

う
点
に
関
し
て
は
、
現
在
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
今
後
、
若

者
の
接
種
の
取
組
に
併
せ
て
、

何
か
の
対
策
を
取
っ
た
ほ
う
が

い
い
な
ら
ば
検
討
す
る
。

Ｑ
２　

健
康
な
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
仕
事
の
相
談
窓
口
の
設

置
に
つ
い
て
。

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
や
む

な
く
65
歳
以
上
の
方
が
職
を
失

っ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
効
果

で
、
専
門
家
の
方
に
は
、
来
年

の
夏
頃
に
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
前

と
同
じ
く
ら
い
景
気
回
復
が
見

込
ま
れ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る

方
も
い
る
。
コ
ロ
ナ
終
息
後
は

人
手
不
足
に
な
る
と
今
か
ら
予

想
さ
れ
る
。
草
津
高
齢
者
の
方
々

は
大
変
元
気
で
あ
り
、
外
国
人

に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
た
と
え

何
時
間
で
も
働
き
た
い
と
声
も

あ
る
の
で
、
即
戦
力
に
な
る
方

の
相
談
窓
口
を
身
近
な
と
こ
ろ

に
設
置
で
き
な
い
か
。

町
長

Ａ
２　

少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
行
に
よ
り
、
今
後
、
労
働
力

人
口
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
。

国
の
統
計
調
査
（
平
成
27
年
国

勢
調
査
）
で
は
、
草
津
町
の
65

歳
以
上
の
方
が
現
役
で
働
い
て

い
る
労
働
力
率
は
36
％
と
高
い

率
に
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
が

職
を
失
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘

に
関
し
ま
し
て
は
、
現
段
階
に

お
い
て
デ
ー
タ
的
な
把
握
を
し

て
い
な
い
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
に

従
事
す
る
割
合
が
高
い
と
い
う

当
町
の
就
業
構
造
を
踏
ま
え
る

と
、
厳
し
い
経
済
状
況
に
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
景
気
の
回
復
、
経
済
の
再

生
を
図
る
こ
と
は
欠
か
せ
な
い

対
策
で
あ
り
、　

そ
の
た
め
に

も
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑
に
実

施
し
、
安
全
・
安
心
を
担
保
し

た
上
で
、
民
間
活
力
の
活
性
化

を
図
り
、
若
者
か
ら
高
齢
者
の

方
々
が
元
気
に
働
け
る
町
づ
く

り
に
邁
進
す
る
。

　

高
齢
者
の
就
労
に
関
す
る
相

談
窓
口
の
設
置
に
関
し
て
は
、

職
業
紹
介
事
業
に
当
た
る
た
め

難
し
い
面
も
あ
る
が
、
行
政
と

し
て
高
齢
者
の
各
種
の
相
談
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り

丁
寧
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
３　

草
津
テ
レ
ビ
の
廃
業
に

伴
う
電
柱
、
電
線
の
排
除
に
つ

い
て
。

現
在
、
草
津
テ
レ
ビ
は
存
在
し

て
お
ら
ず
、
そ
の
廃
棄
後
の
電

柱
、
電
線
が
各
地
に
見
ら
れ
る
。

電
柱
が
庭
に
傾
い
て
い
る
も

の
、
ま
た
、
電
線
が
町
並
み
の

美
観
を
損
な
っ
て
い
る
。
こ
の

際
、
町
が
チ
ェ
ッ
ク
し
て
順
番

に
撤
去
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長

Ａ
３　

令
和
２
年
12
月
定
例
議

会
の
総
務
観
光
常
任
委
員
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
安

心
・
安
全
な
地
域
社
会
を
構
築

す
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
危

険
な
電
柱
や
電
線
を
撤
去
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
承
知
し
て
い

る
。

　

こ
の
中
で
も
、
草
津
テ
レ
ビ

が
設
置
し
、
廃
業
に
よ
っ
て
放

置
さ
れ
て
い
る
電
柱
や
電
線
な

ど
に
つ
い
て
は
、
民
地
に
つ
い

て
は
基
本
的
に
は
町
で
対
応
で

き
ま
せ
ん
が
、
地
域
住
民
の
生

活
に
危
険
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

生
じ
た
場
合
に
は
、
危
険
度
の

状
況
な
ど
に
よ
っ
て
、
安
全
措

置
と
し
て
町
が
撤
去
を
行
う
こ

と
も
あ
る
。

　

現
在
、
危
険
箇
所
の
把
握
な

ど
に
つ
い
て
は
開
始
し
て
い
る

が
、
対
応
の
方
法
に
つ
い
て
は

そ
の
都
度
、
研
究
し
、
必
要
な

ら
ば
協
議
し
、
あ
ま
り
に
も
危

険
だ
と
い
う
通
報
が
あ
れ
ば
、

現
地
に
赴
い
て
そ
の
対
応
し
た

い
。

安井尚弘　議員

一般質問一般質問 ※一般質問は質問者の責任で編集されています。※一般質問は質問者の責任で編集されています。
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出
席
者
数

賛
　
　
成

反
　
　
対

審
議
結
果

1 2 3 5 6 7 8 10 11 12

有
坂
　
太
宏

市
川
　
祥
史

安
井
　
尚
弘

金
丸
　
勝
利

中
澤
　
康
治

湯
本
　
晃
久

中
澤
　
広
夫

黒
岩
　
　
卓

宮
崎
　
公
雄

宮
﨑
　
謹
一

草津町固定資産評価評価審査委員会条例の一部改正 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

草津町介護保険条例の一部改正 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

令和３年度　草津町一般会計補正予算（第２次） 10 8 1 可 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ― 〇 〇

令和３年度　草津町介護保険特別会計補正予算（第１次） 10 8 1 可 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ― 〇 〇

令和３年度　草津町千客万来事業会計補正予算（第１次） 10 8 1 可 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 ― 〇 〇

工事請負契約の締結について 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

建設工事事業に関する協定事項の変更について 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

温泉引用者移転許可について 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

温泉引用増量許可について 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

【発議】草津町議会会議規則の一部改正 10 9 0 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ― 〇 〇

議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果議案一覧および審議結果

可…可決　　否…否決　　○…賛成　　×…反対　　議長は採決に加わらない為「―」で表示しております。

件　名 要　旨 請願・陳情者 付託委員会 結果

文京区共同浴場喜美の湯
への混合水栓設置に関す
る陳情書

　文京区民の喜美の湯利用に関し、洗髪等の利便性
及び区民公共福祉の向上に寄与されると考えられる
ため、温水を配管し混合水栓の設置をお願いしたい。

文京区長　宮﨑広也 温泉温水対策
特別委員会 採択

町道認定についての
陳情書

　南本町区第４１班の地域を通る草津町大字草津
860-5 他８か所に接する道となっている町所有の土
地 860-3、862-7、873-2 を町道認定してください。

佐藤美千代　他６名 民教土木
常任委員会 採択

日本政府に核兵器禁止条
約へ署名・
批准を求める請願

　核兵器禁止条約へ署名・批准することを求める意
見書を政府に提出すること。

吾妻地区　
平和行進実行委員会
代表　真砂洋治

総務観光
常任委員会 採択

20年 12月黒岩卓議長の
不適切発言及び 21 年 1
月 21 日付「通知書」の
誤謬を議会広報誌に掲載
することに関する請願書

略 増田都子　他 141名
（紹介議員：中澤康治） 議会運営委員会 不採択

請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果請願・陳情一覧および審議結果

議場へ傍聴にお越しになれない多くの町民の皆さんに議会で話し合われている

内容を、インターネットを通しご自宅でご覧いただけます。

議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます議会内容をインターネットで見られます
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黒 岩 卓 議 長

2020． 5． 1 12
122021． 7．31

議員が順番に日頃感じていることなど
自由に書く「忙中感記」。
今回は黒岩卓議長です。

忙 中
感
記

草津温泉のブランド力

　草津温泉のブランド力の根源
は、泉質主義に示されるとおり
質と量にあります。質において
は、水素イオン、マンガンイオ
ン、ヨウ素イオンの絶妙なバラ
ンスでの含有であり、中でもマ
ンガンは自然湧出以外人工的に
加えることは許されません。ゆ
えに世界最高の泉質であると元
群馬大学付属病院草津分院院長
久保田一雄先生らから高く評価
されています。また、自然湧出
量においては、毎分32,000ℓ
で、第2位秋田県玉川温泉の毎
分9,000ℓに比べても群を抜い
ています。その素晴らしい温泉
が町の中心湯畑をはじめ、西の
河原・地蔵その他町中いたると
ころの源泉から豊富に湧き出し
ています。この泉質主義は古来
より「くさつ温泉くすりのいで
ゆ」として知られており、全国
津々浦々から、多くの人々が
ここ草津を訪れ、入浴し、癒さ
れ、家路につき、草津を語り、
外からの評価を重ねてもらいま
した。そして、地元でお客様

を迎える人々の“おもてなし”
との共演によって“草津ブラン
ド”が築かれてきたのです。観
光経済新聞社主催「にっぽんの
温泉100選」で18年連続日本
一の栄誉に輝くとともに、数多
くの“日本一”の称号をいただ
き、名実ともに国内有数の温泉
観光地として認定されておりま
す。
　草津ブランドには温泉たけで
はありません。町周辺の大自然
も重要な要素を成しておりま
す。湯釜をたたえ活動する白
根山とその山頂から見渡す大パ
ノラマ、太平洋側を見れば富士
山・榛名・赤城・日光連山・谷
川・苗場・日本海側は妙高・黒
姫・戸隠・白馬連峰・裏立山連
峰、南には浅間・御嶽・焼岳・
乗鞍等々、天と地の境を形成
し、“スカイライン”と表現さ
れた雄大な山々が朝日・夕日に
輝き、時には雲海に浮かび、四
季折々に見せる絶景は旅人の目
を楽しませてくれます。
　戦国時代は、火薬の原料の硫
黄が採れる山として一般人の来
訪は禁じられ、江戸時代は幕府
の天領とされていました。草津
に通じる5つの街道により、草
津温泉は旅の中継地として利用
され、江戸⇔草津、江戸⇔善光

寺⇔草津、江戸⇔日光⇔草津等
の観光コースも生まれ、多くの
文人・歌人も往来し歴史という
営みの中で、観光・温泉文化と
して形成されてきました。
　草津ブランドには素晴らしい
力があります。私は草津から来
ました。草津町出身です。と言
っただけで、どこでも、誰にで
もすぐに受け入れてもらえま
す。草津で仕事をしたい。草津
に関わり町民と一緒になって草
津ブランドを創っていきたいと
いう人も多いと思います。草津
ブランドはネット社会で一瞬に
してできたものではなく、長い
歴史の中で先人たちの努力によ
って創られたものです。観光を
生活の糧とする私達草津町民に
とって、生きていくために守
り、育まなければならない大切
な財産です。ブランドを傷つけ
るような行為は決して許されま
せん。この財産を受け継ぎ、更
なる付加価値を付け育んでいく
ことこそ、草津町民のあるべき
姿であり、そうありたいと私は
思う。
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